
岸田総理は内閣改造・自民党役員変更で「刷新感」を演出したいのだろうと 

拝察しますが、その影で隠したいのは増税や負担増につながる政策の議論では 

ないでしょうか。改造内閣では女性５人が入閣、また埼玉県内からは大臣３人、 

官房副長官１人含めて４人が入閣することとなりました。 

今後、様々な評価が示されることとなるでしょうが、まずはお祝いを申し 

上げたいと思います。しかしながら同じ県から多くが入閣することが必ずしも 

好ましいとばかりは言えず、来るべき解散総選挙までを意識しての 

布陣なのかもしれません。 

貯蓄額について見れば、国民の３割がゼロ円、全世帯の約１割が１００万円未満と 

いう日本の現状。安心して暮らせる日本にするために、これからも頑張ります。 

埼玉７区版 

２０２３年 

１０月２日 

◆モロッコ大地震、リビア・香港・西安、 

世界で起こる風水害 
 

 ようやく涼しさも感じられる頃となってまいりま

したが、今夏の埼玉県下は、猛暑日３５日、真夏日

５７日、合わせて摂氏３０度越えが９２日に上るな

ど、暑い日々が続きました。 

 この時期、世界各地では地震や豪雨による自然災

害が起きています。 

 今年は関東大震災から１００年目、備えあれば憂

いなしで、準備をお願いいたします。  

地震火災を防ぐ主なポイント 

〔総務省「地震火災から命を守る」より抜粋〕 
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事前の対策 

１ 住まいの耐震性を確保する  

２ 家具等の転倒防止対策（固定）を行う  

３ 感震ブレーカーを設置する  

４ ストーブ等の暖房機器の周辺は整理整頓し可燃物を近くに置かない  

５ 住宅用消火器等を設置し、使用方法について確認する  

６ 
住宅用火災警報器（連動型住宅用火災警報器などの付加的な 

機能を併せ持つ機器）を設置する  

７ 
地震直後の行動（８～10）について平時から玄関等に 

表示し、避難時に確認できるようにする  

８ 
停電中は電化製品のスイッチを切るとともに、電源プラグを 

コンセントから抜く  

９ 石油ストーブやファンヒーターからの油漏れの有無を確認する  

10 避難するときはブレーカーを落とす  

地震からしばらくして （電気やガスの復旧、避難からもどったら）  

11 
ガス機器、電化製品及び石油器具の使用を再開するときは、機器に 

破損がないこと、近くに燃えやすいものがないことを確認する  

12 
再通電後は、しばらく電化製品に異常（煙、におい）がないか 

注意を払う 

その他日頃からの対策 

13 自分の地域での地震火災による影響を把握する  

14 消防団や自主防災組織等へ参加する  

15 地域の防災訓練へ参加するなどし、発災時の対応要領の習熟を図る  

地震直後の行動 

九都県市合同防災訓練 埼玉会場（志木市内） 
８月２７日 



◆ドリル、エッフェル、ブライダル 

決定権もつ役職に女性無し 
 

 衆議院の本会議開催などを決定する議院運営委員

会に、先の通常国会では女性議員が１人も所属して

おらず海江田副議長からも「異様な光景」と指摘さ

れました。 

 今般の自民党内人事では女性議員を役職につけて

いるが、あくまでも「代理」や「副」と頭につく補

佐役に留まっています。 

 適材適所だと岸田総理・自民党総裁は述べられる

ものの、決定責任者としての経験を積ませようとし

ていない姿勢にさえ見えます。 

 日本のジェンダーギャップ指数は、１４６カ国中

１２５位と示されていますが、特に政治分野で最低

位となっています。 

 ガラスの天井を打ち破るには、クオータ制やパリ

テの実践や、政治体制自体を変えることから始めね

ばなりません。 

 

◆女性が増えれば政治が変えられる。 
 

 ある結果を得るのに最低限必要な数のことを「ク

リティカルマス」という言葉で表されます。 

 組織の中においては、ある主張や考えを示す者の

比率が３割を超えた後に実現へ向かっていくなどと

言われます。 

 日本政府は「指導的地位の女性比率を３０%」に、

という目標を掲げていますが、相通ずる考え方だと

思います。 

 第２次岸田第2次改造内閣では、１９の閣僚ポスト

のうち女性は５人。 

 過去最多人数と報じられるものの、比率は２６％

で、3割には達していません。 

 岸田内閣全体の（総理・閣僚大臣２０人・副大臣

２６人・政務官２８人）７４人で見ても、女性は５

人で変わらず６.７％。男性６９人の９３.３％と、

９割超が男性が占める構成となっています。 

◆インボイス、マイナ保険証、 

サラリーマン増税。課題山積の政治。 
 

 内閣改造から1ヶ月が経過。臨時国会は１０月中旬

（２０日開会）と報じられます。 

 １０月１日からインボイス制度が開始され、燃料

費の高騰や世界情勢の不安定さなど、課題山積して

います。新たな閣僚が、何を考え実行していこうと

しているのか。旧統一教会問題や少子化対策・子育

て支援など積み残しの問題についても、国会で堂々

と議論すべきです。 

 ９月２４日、ＮＨＫ日曜討論において、立憲民主

党は、臨時国会での争点として「物価高対策、防衛

費と子育てへの国税の比較から、政治が日本の在り

方の本質の議論」を挙げましたが、自由民主党森山

総務会長は「日程は決まっていない」旨の発言をさ

れています。 

 永田町では、この内閣の顔ぶれ、特に女性大臣と

ともに高齢の方も多く、衆議院解散総選挙までのつ

なぎではないかといった憶測も飛び交っています。 

 景気、気候変動、人口構成の変化など、１０年、

２０年後といった将来を見越して今やるべきは、身

を切るとか記号論的な日本はすごいとだけ称賛する

ような発言や、目先の人気取り施策ではなく、真摯

に次世代に繋ぐ政策の議論だと思います。 

 政治は国民の生活を守るためにあります。様々な

課題に、今後も全力で取り組み、頑張ります。  

立憲民主党員・サポーター 

登録募集中です！ 
 

党綱領およびそれに基づく政策に賛同し、 

ボトムアップの政治を実践しようとする 

１８歳以上の日本国民の方にご参加いただけます。 
 

党    費： 年間４，０００円（広報紙代含む） 

サポーター費： 年間２，０００円（広報紙含まず） 
 

◆お問合せ・お申し込み◆ 
 

立憲民主党埼玉県第７区総支部 川越市新富町1-18-6-2F 

電話 049(225)2000 FAX 049(225)2001 

小宮山泰子  活動ライブラリー  

９月８日 

駅前国政報告 熊谷参議員と 

９月２５日 

武蔵浦和駅前街頭演説会 

９月２８日 

富士見市学童保育施設訪問 

８月２５日 

福島第一原発・処理水関連視察 

９月２９日 

献血会 

９月２４日 

少年野球始球式 

９月１６日 


